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くみあいニュース 山口大学教職員組合（2025 年 2月 3日 Monday） 

第 287 号（2023 年度-第 12 号）／ 電話：083-933-5034・メール：fuy-union@galaxy.ocn.ne.jp  

 

給与引上げの４月遡及実施を求め第２回団体交渉（12/25） 
 

給与引上げを 12 月実施ではなくこれまでどおり４月遡及で実施することを求めている山

口大学教職員組合は、昨年 11 月 13 日の団体交渉に続いて 12 月 25 日に第 2 回団体交渉を

行いました。その後も、大学が提示している資料の内容を精査して人事課との協議、追加

資料提示請求などを続けています。 

第 2 回の交渉には大学側から溝部人事労務・財務施設担当副学長、三浦総務企画部長、

林人事課長、足立医学部事務部次長等が出席、組合側は三原委員長、桑畑副委員長、滝野副委員長等が出席

しました。交渉では冒頭鴨崎参与から、請求した資料データと交渉での説明で示された財源等についての給

与引上げ所要額等調べ（2 頁に掲載）を大学に提示して、その値に間違いがないかを確認したところ、1,2 点

気付き程度の指摘はありましたが、全体として間違いないことを確認し、当日の交渉の基礎データとして使

いました。これは、第１回交渉の際に大学側が示す額が何度も変わり、「まともな」交渉ができかねる状態が

あったためです。 
＊実際には、大学が提示した資料にもとづく所要額が資料によって異なっていたため、再度資料の精査を求めた末に「確定

値」が定まりました。団体交渉の場で不正確な話が繰り返されることも含めて、教職員に大きな不利益を与える提案を示

すさいに、大学、担当理事としても事態の正確かつ十分な把握ができているとは思えない対応です。 

 

近く第３回の団体交渉か ４月遡及の可否は病院判断が左右？ 
これまでどおり４月遡及での実施とした場合の所要額は全学で 8.5 億円。その 66％となる 5.6 億円は医学

部附属病院分という数字が提示されています。しかし病院は物価高騰やコロナ補助金の廃止等により財政事

情が厳しくなっており、大学本部から借り入れなくては 4 月遡及に対応できない状況で、病院以外の所要額

（2.9 億円）は確保できる大学本部が、病院の不足分（1.2 億円）を病院に貸し付ければ４月遡及実施できる

わけです。しかし病院がその返済計画を示すことができないということで 12 月実施に留

まるという話になっています。そして、そのために同じ山口大学の教職員で違いが生じる

のは問題だということで、全学的にすべて 12 月実施にするというのが今回の話の中身で

す。 

人事給与への実質的決定権を持つ人事委員会運営の公開必要 
なお、これらの提案や判断の意思決定を実質おこなっているのは役員等で構成される「人事委員会」で

す。人事委員会は大学の人事政策に大きな影響力を持っていますが、「人事」という名目を盾としてか議事録

はおろか開催日すら教職員へは公開されていません。今回の方針大幅転換も、部局への説明回りの際には 4

月遡及と説明していたものを、9 月の人事委員会で方向転換案を出し、そのことをその時点で部局へ明らか

にせず、いきなり 10 月 8日の部局長会議で 12 月実施を報告するなど、およそ民主的でない運営、不誠実な

対応がおこなわれています。 

交渉のなかで組合は、返済計画を貸付け条件とした 9 月 25 日開催の人事委員会の具体的な条件やその後の

経過、また病院側で返済計画を出せないとした判断過程、さらに返済計画を出さないことが全教職員に影響

することと知ってのことか問いただしました。病院側は当然、全教職員へ影響することは認識していたが、 
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1/17 付け大学への申入書（旅費法改正・事務組織再編問題） 
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あくまでも財政状況を回答をしただけで人勧云々いう立場ではなく、判断するのは大学本部であると回答し

ました。 

交渉のなかで溝部理事は、今年完全実施すれば来年は俸給表を下げないといけなくなる、ほかにも人員削

減や授業料の値上げをするしかない等と発言した一方で、「来年度は 4 月実施できる、やるつもりで予算を検

討している」等と発言しました。予算が確定してもいない段階で来年度の話を持ち出し、言い逃れをするか

のような姿勢は、真摯とはほど遠く無責任としか言いようがありません。 
 

大学本部と病院の再協議、再検討を求め次の交渉へつなげる 
交渉は予定の 1時間をかなり超えて 1 時間半に及びましたが大きな進展はなく、結局、大学としての病院

への対応が決めてという状況となりましたが、終盤、組合が「このまま了解とはならない」「もう一度数字を

精査した上で何か方法はないのか、場合によっては病院（長）と再度話もして再検討して欲しい」と述べ、

理事が「分かりました」と答えたところでいったん交渉を終えました。 

 

業績評価給への勤勉手当引上げ分加算問題も交渉継続 
 

業績評価給への勤勉手当引上げ分加算問題については、11 月 22 日に大学との団体交渉を開催

し、その結果を踏まえて 12 月 16 日に、制度発足後の評価結果（部局別・職位別・評価区分別結

果）に対する問題点を指摘した上で、大学案に対する対案を提示しました。これに対して大学か

ら 12 月 23 日に回答が届きましたが、組合の提案２点についてなんら理由・根拠を示すことなく

単に「受け入れることはできない」としたのみので、回答には値しない内容となっていました。ただし、評

価結果が職位が上位の者に偏っているのではないかとの組合の疑問に対しては、指摘を認めた上で今後の検

討課題とするとされていました。 

このため組合は１月 23 日（木）に再度の団体交渉開催を求める申入書を提出し、２月７日（金）に第 2 回

交渉をおこなう見込みです。 

 

旅費規程「改正」・事務組織再編問題で申入れ（1/17） 
  

前号で報じた旅費規程「改正」と事務組織再編問題について組合は、1 月 17 日（金）に申入書を提出しま

した（ともに 3 頁に掲載）。提出後、旅費規程問題については 2月 4 日（火）午後に総務企画部総務課及び財

務部財務課から組合への説明が行われることが決まり、事務組織再編問題については 1月 31 日（金）午後に

担当部長からの説明と意見交換を行いました。いずれも重要な問題であり、今後も適宜速報を続けます。ご

意見などぜひ組合までお寄せください。なお、旅費規則「改正」に関してはニュース前号でも紹介しました

とおり、「宿泊費の上限額付実費支給」とその手続き、低額過ぎる日当等への意見が教職員、特に教員から届

いています。 

 

 

  組合加入申込書 
  年   月  日 

お名前   所属   

内線   e-mail   

 ＊山口大学教職員組合吉田事務所までお送りください。（メールでも可：fuy-union@galaxy.ocn.ne.jp） 

---------------------------------✂----------------------キリトリ----------------------✂------------------------ ニュースへの 

ご意見などは 

こちらから↓ 
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